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1．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『建築改修工事監理指針

平成28年版（上巻）』（一般財団法人 建築保全センー、平成

28 年12月15日）

2．アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

3．アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

4. アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

１）はじめに





２）アンカーピンニング部分（全面）
エポキシ樹脂注入工法の技術的背景

１．エポキシ樹脂をコンクリート構造体の改修に導入するまでの歴史

1938年 エポキシ樹脂の発見

1948年 エポキシ樹脂の工業化

1960年 我が国におけるエポキシ樹脂の工業生産開始

1967年 原爆ドームの改修でエポキシ樹脂が採用される

２．1992年 湿式低振動・低騒音型ドリル用ダイヤモンドビッドの効

率化

３．1997年 穿孔穴の最深部より樹脂を注入するニュークイックノズ

ルの登場

４．1999年 湿式低振動・低騒音型ドリルの改善型が『建築改修工

事監理指針 平成10年版（上巻）』に紹介される





３）「ピンニング工法」の基本的考え方





図解１４）タイル・モルタルの浮き構造



図解２



５)事前調査と事前決定事項 事前調査



５)事前調査と事前決定事項 エポキシ樹脂の注入量



表１

５)事前調査と事前決定事項 エポキシ樹脂の特性



ガン機に装着した可動式多層空隙注入ノズル

６)注入方法



７）ピンニング

図１

写真２







補論 01 乾式振動ドリルを使用した場合の問題点



空隙幅
0.1mm

空隙幅
0.2mm

空隙幅
0.3mm

空隙幅
0.4mm

空隙幅
0.5mm

空隙幅
0.6mm

空隙幅
0.7mm

品質性能試験報告書「外壁改修工事における接着剤の注入状況の確認試験」（発行番号：第０７Ａ２１６５号）（財団法人試験センター、
2007年１月１６日）

乾式振動ドリルによる穿孔及びその孔へのエポキシ樹脂注入状況



ＦＳＴ工法の特徴 Ｔ-２

Ｔ-２（湿式二軸低騒音ドリル）
低騒音、低振動、無粉塵、高回転、高トルク

空隙部への粉塵詰りがなく、高強度で確実な施工を行う事が

できます。
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９）補論 02 開口部注入ノズルによる樹脂注入不良



９）補論 02 底部注入ノズルによる樹脂注入不良



９）補論 02 最深部注入ノズルによる樹脂注入不良



従来工法の注入状況 まとめ

開口部注入ノズルによる 最深部注入ノズルによる

三層浮き 注入状況 三層浮き 注入状況
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張付けモルタル

躯体

下地モルタル

タイル



ＦＳＴ工法の特徴 ＦＳノズル

ノズルの自動調節機能、手動による調整、

樹脂注入量の調整、最深部からの段階的注入、

共浮き防止機能付

手動機構によりノズルの樹脂注入孔の位置を自由に調節で
きます。多層空隙に確実に樹脂注入できます。
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結びにかえて

本ＷＥＢ講習が、外壁改修の施工品質向上の
一助となることを祈念して結びと致します。

ご視聴有難うございました。
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